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◦３月26日　瀬戸芸実行委員会総会がレク
ザムホールで開催され出席しました。

◦４月９日　宇野港土地開発京谷常務他が
挨拶のため来庁されました。

◦４月17日　駐在所開所式が行なわれ出席
しました。

◦４月24日　つり公園でタケノコメバルの
稚魚約8000匹を放流しました。

◦５月14日　直島の火まつり実行委員会を
開催し出席しました。

◦５月18・19日　掃海艇「なおしま」が宮
浦港に寄港し、歓迎セレモニー・一般公
開などのイベントが行なわれました。

◦５月27日　直島製錬所鷲ノ松パレス新築
工事竣工式が執り行なわれ出席しました。

◦５月28日　瀬戸芸直島町実行委員会を開
催しました。

◦５月31日　直島新美術館（仮称）プレイ
ベントが開催され出席しました。

◦５月31日　四者懇談会をホテルマリンパ
レスさぬきで開催しました。

（主なもの）
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
対
策
を

Q
（
西
岡
）
昨
年
７
月

道
路
交
通
法
の
改
正

で
、
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
の
規
制

が
緩
く
な
り
、
観
光
客
の
交

通
マ
ナ
ー
が
非
常
に
悪
い
。

　

町
民
か
ら
ど
う
に
か
な
ら

な
い
か
と
い
う
声
が
出
て
い

る
。
新
た
な
対
策
を
。

A
（
ま
ち
観
課
長
）
県

警
や
駐
在
所
と
連
携

協
議
し
て
い
る
。
デ
ジ
タ
ル

サ
イ
ネ
ー
ジ
で
も
交
通
マ

ナ
ー
の
徹
底
を
配
信
し
て
い

る
。 主

な
質
疑

にぎわっていた夏まつり

町 長 報 告

小林町長

火まつりは盛大に
町制70周年に
花をそえたい

夏まつりは
やめる

四
者
懇
談
会
は

Q
（
浜
口
）
町
、
製
錬

所
、
漁
協
、
ベ
ネ
ッ

セ
の
四
者
懇
談
会
は
以
前
に

も
や
っ
て
い
た
記
憶
が
あ
る
。

　

四
者
が
集
ま
っ
て
意
見
交

換
す
る
こ
と
は
非
常
に
有
意

義
な
も
の
。
ぜ
ひ
継
続
し
て

も
ら
い
た
い
と
思
う
。

A
（
町
長
）
私
は
冒
頭

の
挨
拶
で
、
四
者
が

ス
ク
ラ
ム
を
組
ん
で
頑
張
ら

な
い
と
直
島
町
は
良
く
な
ら

な
い
と
話
し
た
。

ク
ロ
メ
バ
ル
放
流
は

Q
（
宮
原
）
つ
り
公
園

に
毎
年
タ
ケ
ノ
コ
メ

バ
ル
を
放
流
し
て
い
る
。
ク

ロ
メ
バ
ル
の
放
流
は
。

A
（
町
長
）
稚
魚
は
県

水
産
試
験
場
か
ら
購

入
し
て
い
る
。
時
期
に
よ
っ

て
魚
種
は
異
な
る
が
、
試
験

場
に
も
聞
い
て
み
る
。

つ
り
公
園
の
展
望
は

Q
（
西
岡
）
つ
り
公
園

の
今
後
の
展
望
は
。

A
（
町
長
）
コ
ン
サ
ル

に
委
託
し
計
画
し
て

も
ら
う
こ
と
に
し
て
い
る

が
、非
常
に
お
金
が
か
か
る
。

そ
こ
ま
で
資
金
投
入
で
き
る

か
は
な
は
だ
疑
問
だ
。
な
ん

と
か
再
度
復
活
し
た
い
願
望

は
あ
る
。
議
会
に
も
相
談
す

る
。

社
宅
に
空
き
が
あ
る
の
で
は

Q
（
山
上
）
製
錬
所
の

鷲
ノ
松
パ
レ
ス
が
竣

工
し
た
。

　

家
族
用
の
社
宅
に
は
何
戸

か
空
き
が
あ
る
と
聞
い
て
い

る
。
社
宅
は
三
菱
の
所
有
管

理
の
も
の
だ
が
、
一
度
、
社

宅
か
ら
出
た
者
は
、
社
員
で

あ
っ
て
も
再
度
の
入
居
は
で

き
な
い
と
聞
い
た
。

　

空
き
が
あ
る
な
ら
改
善
す

る
よ
う
要
望
し
て
は
。

A
（
町
長
）
こ
れ
に
つ

い
て
は
、
２
回
ほ
ど

製
錬
所
に
申
し
入
れ
し
て
い

る
。

　

製
錬
所
に
は
取
り
扱
い
の

内
規
が
あ
る
が
、
こ
の
見
直

し
を
要
望
し
て
い
る
。

　

キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
に
つ
い
て

は
、
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
業
者

へ
の
内
容
確
認
を
行
な
い
対

処
し
た
い
。

夏
ま
つ
り
は
や
め
た
の
か

Q
（
宮
原
）
今
ま
で
行

な
っ
て
い
た
夏
ま
つ

り
は
や
め
た
の
か
。

A
（
町
長
）
人
集
め
や

準
備
が
た
い
へ
ん
と

の
声
が
あ
り
、
夏
ま
つ
り
実

行
委
員
会
に
は
か
っ
て
や
め

る
こ
と
に
決
め
た
。

　

中
学
校
音
楽
部
の
演
奏
や

ソ
ー
ラ
ン
踊
り
な
ど
の
夏
ま

つ
り
の
要
素
も
取
り
入
れ
た

「
火
ま
つ
り
」
に
し
た
い
。

　６月定例会を６ 日から開催しまし
た。
　報告を５件受け たあと、議案３件
を審議し、原案ど おり可決しました。
一般質問には２人 が登壇し、町政を
問いました。

製錬所の社宅棟



議会だより　なおしま No.2083

中
学
３
年
生
の
進
路
は

Q
（
宮
原
）
中
学
３
年

生
の
卒
業
者
数
は
。

ま
た
、
そ
の
進
路
の
県
別
の

人
数
は
。

A
（
教
育
長
）
卒
業
生

は
25
人
。
香
川
県
16

人
、
岡
山
県
９
人
だ
。

学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

Q
（
中
根
）
学
校
支
援

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
実

施
内
容
は
。

主
な
質
疑

教育長報告

津山教育長

端末１人１台
７年度更新

海外研修は
ボーンマス市

よ
く
な
い
し
、
放
っ
て
お
く

の
も
よ
く
な
い
。
適
切
に
対

応
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る

と
話
さ
れ
た
。

海
外
派
遣
事
業

Q
（
山
上
）
派
遣
の
日

程
と
派
遣
場
所
は
。

A
（
教
育
長
）
８
月
３

日
か
ら
８
月
12
日

で
、
昨
年
と
同
じ
イ
ギ
リ
ス

の
ボ
ー
ン
マ
ス
市
に
滞
在
す

る
。
ま
た
、
１
日
は
ロ
ン
ド

ン
市
を
社
会
見
学
す
る
。

香
大
教
職
大
学
院

Q
（
小
野
）
香
川
大
学

教
職
大
学
院
教
授
ら

の
来
室
目
的
は
。

A
　

県
職
の
教
員
が
１

年
間
修
士
課
程
を
学

べ
ば
資
格
が
取
れ
る
の
で
、

町
の
先
生
方
に
対
し
、
そ
の

資
格
取
得
に
つ
い
て
の
説
明

な
ど
だ
。

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想

Q
（
宮
原
）
県
Ｇ
Ｉ
Ｇ

Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
推

進
の
内
容
は
。

A
（
教
育
長
）
県
が
統

一
し
て
、
生
徒
・
児

童
の
端
末
（
タ
ブ
レ
ッ
ト
）

を
更
新
す
る
こ
と
を
調
整
し

て
い
る
。（
令
和
７
年
度
に

更
新
。）

A
（
教
育
長
）
幼
児
学

園
で
「
お
茶
」
の
指

導
、
小
学
校
は
「
女
文
楽
」

「
絵
手
紙
」「
書
道
」
な
ど

の
指
導
を
し
て
も
ら
っ
た
。

不
登
校
の
子
ど
も

Q
（
西
岡
）「
不
登
校

の
子
ど
も
の
こ
こ
ろ

と
保
護
者
の
支
援
」
の
講
演

内
容
は
。

A
（
教
育
長
）
全
国
的

に
不
登
校
の
子
ど
も

は
10
年
間
で
増
え
て
い
る
。

不
登
校
の
子
ど
も
を
学
校
に

無
理
や
り
つ
れ
て
く
る
の
は

　６月定例会を６ 日から開催しまし
た。
　報告を５件受け たあと、議案３件
を審議し、原案ど おり可決しました。
一般質問には２人 が登壇し、町政を
問いました。

派遣場所はボーンマス市

ロンドン市

ボーンマス市

GIGAスクール端末（タブレット）

◦３月６日　地域学校協働本部委員会に出席しま

した。今年度の学校支援ボランティア活動の実

施報告がありました。

◦３月12日　中学校卒業式に出席しました。

◦３月13日　小学校卒業式に出席しました。

◦３月14日　幼児学園修了式に出席しました。

◦３月26日　県ＧＩＧＡスクール構想推進協議会

に参加しました。

◦４月16日　香川大学教職大学院の教授らが来室

されました。

◦４月22日　中学生・高校生海外派遣事業希望者

の書類審査及び面接を実施し、高校生２人、中

学生２人を決定しました。

◦５月２日　市町教育委員会及び町教育長会の合

同研修会に出席し、奈良女子大の伊藤教授の「不

登校の子どものこころと保護者の支援」の講演

を拝聴しました。

（主なもの）
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一 般 質 問

に問う どうする 経年劣化の教育施設
〔教育長  計画的に補修を実施〕

西岡 議員津山 教育長

　

小
学
校
・
中
学
校
体
育
館
・

幼
児
学
園
等
の
各
教
育
施
設

は
、
昭
和
45
年
～
昭
和
58
年

の
間
に
建
設
さ
れ
、
各
施
設

と
も
経
年
劣
化
が
進
ん
で
い

る
と
思
わ
れ
る
。

　

①
小
学
校
校
舎
は
耐
震
補

強
工
事
か
ら
16
年
が
経
ち
、

補
強
鉄
骨
を
固
定
し
て
い
る

ボ
ル
ト
ナ
ッ
ト
が
腐
食
し
て

い
る
箇
所
が
見
受
け
ら
れ

る
。
南
海
ト
ラ
フ
地
震
が
発

生
し
た
場
合
に
耐
震
機
能
が

発
揮
で
き
る
の
か
。
部
品
を

交
換
す
る
か
、
塗
装
だ
け
で

対
応
す
る
の
か
検
証
が
必
要

だ
。

　

②
幼
児
学
園
も
建
設
後
42

年
が
経
過
し
、
数
カ
所
で
雨

漏
り
が
あ
り
、
バ
ケ
ツ
等
で

対
応
し
て
い
る
。
そ
の
周
囲

が
腐
食
し
た
り
、
経
年
劣
化

を
加
速
さ
せ
る
要
因
と
考
え

ら
れ
る
。
早
期
の
対
応
が
必

要
で
は
な
い
か
。

　

③
中
学
校
体
育
館
も
建
設

後
46
年
が
経
ち
、
天
井
の
劣

化
が
進
行
し
て
い
る
。
何
ら

か
の
対
策
を
考
え
て
は
。

　

こ
の
よ
う
に
各
施
設
の
修

繕
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。
予

算
等
も
あ
る
と
思
う
が
、
危

険
性
・
重
要
性
等
を
考
慮
し
、

各
年
度
で
修
繕
が
必
要
だ
。

A
（
教
育
長
）
①
に
つ

い
て
、
耐
震
補
強
の

鉄
骨
は
合
計
13
カ
所
に
設
置

し
て
い
る
。

　

雨
が
よ
く
あ
た
る
箇
所
の

ボ
ル
ト
は
、
他
の
部
分
以
上

に
塗
装
が
は
が
れ
さ
び
が
目

立
つ
状
態
に
な
っ
て
い
る

が
、耐
震
機
能
に
つ
い
て
は
、

現
時
点
で
は
全
く
心
配
な
い

と
考
え
て
い
る
。

　

し
か
し
、
遅
く
な
る
ほ
ど

腐
食
が
進
ん
で
強
度
が
低
下

す
る
上
、
今
後
の
耐
久
期
間

が
減
少
し
続
け
る
た
め
、
再

塗
装
を
す
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

　

校
舎
の
長
寿
命
化
を
図
る

た
め
に
、
町
全
体
の
予
算
の

優
先
順
位
を
考
慮
し
つ
つ
、

で
き
る
だ
け
早
期
に
塗
装
を

実
施
し
た
い
。

　

②
に
つ
い
て
、
雨
漏
り
が

あ
る
こ
と
は
教
育
委
員
会
で

も
把
握
し
て
お
り
、
修
繕
の

必
要
性
を
感
じ
て
い
る
。

　

ま
た
、
雨
漏
り
は
顕
著
に

建
設
全
体
の
耐
久
性
を
損
な

う
。
施
設
の
長
寿
命
化
を
図

る
た
め
、
町
全
体
の
予
算
の

優
先
順
位
を
決
め
、
計
画
的

に
補
修
を
実
施
し
た
い
。

　

③
に
つ
い
て
、
塗
装
が
め

く
り
あ
が
っ
て
い
る
よ
う
に

見
え
る
箇
所
が
一
部
あ
る

が
、
全
体
的
に
顕
著
な
傷
み

は
見
ら
れ
な
い
。

　

現
時
点
で
は
補
修
の
必
要

は
な
い
が
、
今
後
も
継
続
的

に
劣
化
状
況
の
把
握
に
努
め

た
い
。

（
西
岡
）
幼
児
学
園
だ
が
、

経
年
劣
化
が
進
行
す
る
と
、

鉄
骨
と
鉄
筋
を
使
っ
て
い
る

た
め
、
だ
ん
だ
ん
と
腐

食
し
て
い
く
と
、
コ
ン

ク
リ
ー
ト
が
ひ
び
割
れ

し
、
余
計
に
ひ
ど
く

な
っ
て
い
く
と
思
う
。

　

子
ど
も
た
ち
の
安
全

の
た
め
、
早
期
の
対
応

を
要
望
す
る
。

上、小学校　耐震機能は　　
下、幼児学園　雨漏り対策は
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一 般 質 問

町長
教育長

ダム沿線道路の拡幅を
〔町長  優先順位高いものから〕

小林 町長宮原 議員

　

直
島
ダ
ム
堤
防
か
ら
、
大

広
木
池
下
の
「
桜
の
迷
宮
」

ま
で
の
沿
線
道
路
は
、
相
互

通
行
時
の
待
避
場
所
が
い
く

つ
か
あ
る
が
、
対
向
が
難
し

い
狭
い
部
分
が
多
く
み
ら
れ

る
。
対
向
時
に
適
切
に
停
車

し
な
い
こ
と
か
ら
、
動
い
た

車
が
木
々
で
傷
つ
い
た
り
、

車
同
士
の
接
触
等
、
保
険
の

過
失
責
任
で
不
利
に
な
っ
た

り
す
る
こ
と
が
あ
る
。

　

ま
た
、
最
近
観
光
客
の
自

転
車
等
の
運
転
マ
ナ
ー
の
悪

さ
で
、
事
故
を
起
こ
さ
な
い

か
と
不
安
を
感
じ
る
こ
と
が

多
く
な
っ
て
い
る
。

　

町
民
か
ら
「
狭
い
道
路
は

拡
幅
工
事
を
し
て
ほ
し
い
」

と
の
要
望
を
多
く
聞
く
。

　

拡
幅
工
事
の
検
討
を
し
て

は
と
考
え
る
。

A
（
町
長
）
現
在
、
狭

い
道
路
に
つ
い
て
は

優
先
順
位
を
つ
け
て
、
急
ぐ

も
の
か
ら
順
次
改
良
や
改
修

を
行
な
っ
て
い
る
。
ダ
ム
沿

線
道
路
は
今
後
の
計
画
と
な

る
。

　

当
面
は
、
通
行
に
支
障
の

あ
る
枝
木
の
伐
採
等
を
行
な

う
。Q

　

工
事
を
一
度
に
す

る
と
予
算
が
多
く
か

か
る
の
で
、
毎
年
部
分
的
に

や
っ
て
は
ど
う
か
。

A
（
町
長
）
優
先
順
位

で
や
る
の
で
、
そ
れ

は
難
し
い
。

Q
　

工
事
が
無
理
な

ら
、
ふ
れ
あ
い
通
信

で
、
対
向
時
の
注
意
喚
起
の

放
送
を
す
る
。
ま
た
、
観
光

客
の
運
転
マ
ナ
ー
に
つ
い
て

は
、
貸
出
者
に
マ
ナ
ー
遵
守

の
説
明
を
、
再
度
依
頼
し
て

は
ど
う
か
。

A
（
町
長
）観
光
客
は
、

ふ
れ
あ
い
通
信
を
聞

か
な
い
。
今
後
、
ど
の
よ
う

な
方
法
が
い
い
か
検
討
す
る
。

建
て
替
え
か

�

長
寿
命
化
の
検
討
は

　

昭
和
時
代
に
供
用
開
始
し

た
建
築
物
の
耐
用
年
数
を
心

配
す
る
。
具
体
的
に
は
、
幼

小
中
の
校
舎
だ
。

　

そ
れ
ら
は
、
石
井
設
計
の

建
築
物
。
も
し
、
再
建
築
な

ら
そ
れ
を
残
し
て
別
の
場
所

に
新
築
す
る
か
、
撤
去
し
て

そ
こ
に
新
築
す
る
か
。

　

国
で
は
、
改
修
等
を
し
て

長
寿
命
化
計
画
を
推
進
し
て

い
る
よ
う
だ
が
、
幼
小
中
校

舎
の
建
て
替
え
か
長
寿
命
化

の
計
画
は
検
討
さ
れ
て
い
る

か
。A

（
教
育
長
）
長
寿
命

化
計
画
に
つ
い
て
、

す
で
に
「
町
公
共
施
設
個
別

施
設
計
画
」
を
策
定
し
て
い

る
。

　

そ
れ
に
よ
る
と
、
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
の
耐
用
年
数
は

60
年
程
度
だ
が
、
予
防
保
全

型
の
管
理
を
行
な
う
こ
と
で

耐
用
年
数
を
延
ば
し
、
長
寿

命
化
を
図
る
こ
と
で
、
80
年

以
上
使
用
す
る
こ
と
を
目
標

と
し
て
い
る
。
今
後
短
く
見

積
も
っ
て
も
26
年
は
使
用
で

A
　

普
及
率
は
、
幼
児

学
園
１
０
０
％
、
小

学
校
35
％
、
中
学
校
60
％
。

　

小
学
校
の
普
及
率
を
中
学

校
程
度
ま
で
上
げ
る
こ
と
を

年
次
計
画
で
実
施
し
た
い
。

ダム沿線道路拡幅を

洋式トイレに変更したい

き
、
現
時
点
で
は

心
配
な
い
。

Q
　

幼
小
中

の
洋
式
ト

イ
レ
の
普
及
率

は
。
ま
た
、
洋
式

へ
の
検
討
は
。

◎直島小学校を例にすると
　　直島小学校　　　昭和45年（1970年）　１月着工
　　　　　　　　　　昭和45年（1970年） 10月竣工

　長寿命化のイメージ（目標耐用年数80年）

小学校の場合、正しくは、すでに築50年たっているので、上記の長寿命化の
イメージの長寿命化改修と大規模修繕は、経年50年以上に右にずれます。

鉄筋コンクリート 耐用年数
税法上の耐用年数 47
直島小学校2024年10月現在の築年数 54
長寿命化せずに改築（建て替え）する場合 60
長寿命化する場合（2050年に築80年） 80

性能
（劣化度）

竣工

大規模修繕

10 20 30 40 50 60 70 80

長寿命化改修

大規模修繕 建て替え

経年
（年）

要求水準
経年による機能・性能の劣化
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新規特産品
� 販売開始

健康保険証が
� マイナンバーカードに

〔
総
務
課
〕

新
規
採
用
職
員

　

医
師 

　

１
人
交
代

　

職
員 

　

３
人
採
用

　

会
計
年
度 

２
人
採
用

〔
教
育
委
員
会
〕

中
学
生
・
高
校
生
海
外
研
修
事
業
実
施

　

日
時　

８
月
３
日
～
12
日

　

参
加
者　

中
学
生　

２
人

　
　
　
　
　

高
校
生　

２
人

〔
診
療
所
〕

診
療
状
況（
５
年
度
年
間
実
績
）

一
般
入
院 

２
３
５
人

 

（
前
年
比　

18
人
増
）

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

 

１
４
７
人

（
前
年
比　

１
０
３
人
減
）

外
来
患
者
数

 

１
万
２
４
６
０
人

（
前
年
比　

２
６
７
人
増
）

時
間
外
救
急
患
者
数

 

３
８
７
人

 

（
前
年
比　

54
人
減
）

夏
休
み
プ
ー
ル
開
放

　

７
月
22
日
～
８
月
２
日

　

土
日
を
除
く
10
日
間

Q
（
山
上
）
現
在
、
教

員
の
確
保
が
大
変
と

い
わ
れ
て
い
る
が
、
香
川
県

の
現
状
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
か
。

A
（
教
育
長
）
香
川
県

も
他
県
と
同
じ
だ
が
、

比
較
的
に
緩
和
さ
れ
て
い
る
。

Q
（
山
上
）
香
大
の
教

育
学
部
の
卒
業
生

が
、
他
県
へ
就
職
し
て
い
る

の
か
。

A
（
教
育
長
）
香
大
生

の
半
数
程
度
の
学
生

が
、岡
山
や
他
県
か
ら
の
学
生

で
あ
る
の
で
、地
元
に
帰
っ
て

就
職
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

〔
ま
ち
づ
く
り
観
光
課
〕

ふ
る
さ
と
納
税

 

８
８
７
件

 

５
３
８
８
万
円

Q
（
中
根
）
令
和
５
年

度
の
移
住
者
が
１
３

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

�

保
険
証
利
用
に
つ
い
て

　

今
年
の
12
月
以
降
は
、
現

行
の
健
康
保
険
証
の
発
行
は

な
く
な
り
、
病
院
・
薬
局
を

利
用
す
る
際
は
、
マ
イ
ナ
保

険
証
が
必
要
と
な
る
。

Q
　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
持
っ
て
い

な
い
人
は
。

A
　

資
格
確
認
証
を
保

険
者
か
ら
発
行
し
て

も
ら
う
必
要
が
あ
る
。

〔
住
民
福
祉
課
〕

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

�

利
用
状
況（
５
年
度
実
績
）

　

プ
ー
ル 

２
１
３
１
人

　

ト
レ
ー
ニ
ン
グ

 

８
０
１
人

直
島
げ
ん
き

　

居
宅
介
護
支
援
事
業
所
と

し
て
５
月
１
日
か
ら
開
始
と

な
っ
た
。

〔
建
設
経
済
課
〕

稚
魚
放
流

４
月
24
日

　

直
島
つ
り
公
園
に
お
い

て
、
タ
ケ
ノ
コ
メ
バ
ル
８
０

０
０
匹
を
放
流

姫
宮
団
地
分
譲
状
況

Q
　

残
り
は
何
区
画
。

A
　

１
期
工
事
の
残
と

合
わ
せ
て
残
り
４
区

画
と
な
っ
て
い
る
。

鳥
獣
捕
獲
数（
５
年
度
年
間
実
績
）

　

カ
ワ
ウ　
　
　

39
羽

　

タ
ヌ
キ　
　
　

39
匹

　

カ
ラ
ス　
　
　

17
羽

　

イ
ノ
シ
シ　
　

83
頭

　

ヌ
ー
ト
リ
ア　

18
匹

〔
環
境
水
道
課
〕

狂
犬
病
予
防
注
射

４
月
12
日

　

町
内
各
所
で
実
施

　

注
射
頭
数　

33
頭

Q
　

町
内
で
は
、
も
っ

と
多
く
の
犬
が
飼
わ

れ
て
い
る
と
思
う
が
。

A
　

今
回
注
射
に
来
て

い
な
い
犬
は
、
飼
い

主
が
動
物
病
院
で
実
施
し
て

い
る
。

４
人
と
な
っ
て
い
る
が
、
内

容
は
。

A
（
課
長
）
社
会
的
要

因
が
安
定
し
て
い
る

も
の
の
、
自
然
減
が
多
く
人

口
減
少
に
は
な
っ
て
い
る
が
、

労
働
人
口
は
増
え
て
い
る
。

Q
（
井
下
）
新
規
特
産

品
は
「
波
無
ど
ら
」

と
「
波
音
ま
ん
じ
ゅ
う
」
の

２
種
類
だ
け
か
。

A
（
課
長
）
今
は
２
種

類
だ
け
だ
が
、
今
年

度
は
洋
菓
子
も
作
ろ
う
か
と

総 務・文 教経 済・民 生
中
根 

委
員
長

山
上 

委
員
長

販売開始された特産品

い
う
話
に
な
っ
て
い
る
。
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令
和
６
年
度　

補
正
予
算

一
般
会
計
専
決
第
１
号

　

令
和
６
年
度
に
実
施
さ
れ

る
定
額
減
税
に
係
る
調
整
給

付
金
の
交
付
の
た
め
の
シ
ス

テ
ム
改
修
経
費
、
総
務
課
会

計
年
度
任
用
職
員
採
用
に
か

か
る
経
費
に
５
７
０
万
円
を

追
加
し
、
予
算
総
額
は
34
億

２
２
８
７
万
円
と
な
り
ま
し

た
。

◎
歳
入

◦
国
庫
支
出
金

 

１
６
３
万
円
追
加

◦
繰
越
金

 

４
０
７
万
円
追
加

◎
歳
出

◦
一
般
管
理
費

 

２
４
６
万
円
追
加

◦ 

定
額
減
税
調
整
給
付
事
業

費 

３
２
４
万
円
追
加

Q
（
山
上
）
定
額
減
税

は
、
６
月
か
ら
開
始

と
な
る
が
、
減
税
し
き
れ
な

い
場
合
の
給
付
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
。

A
（
総
務
課
長
）
９
月

補
正
で
予
算
措
置
し
、

そ
の
後
支
給
す
る
予
定
だ
。

一
般
会
計
第
１
号

　

令
和
７
年
施
行
予
定
の
戸

籍
の
ふ
り
が
な
登
録
準
備
の

た
め
の
シ
ス
テ
ム
改
修
経

費
、
児
童
手
当
の
改
正
に
伴

う
シ
ス
テ
ム
改
修
経
費
な
ど

に
６
９
７
万
円
を
追
加
し
、

予
算
総
額
は
、
34
億
２
９
８

４
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

◎
歳
入

◦
国
庫
支
出
金

 

５
１
１
万
円
追
加

◦
繰
越
金

 

１
８
６
万
円
追
加

◎
歳
出
の
主
な
も
の

◦
戸
籍
住
民
基
本
台
帳
費

 

１
１
８
万
円
追
加

◦
児
童
措
置
費

 

３
９
３
万
円
追
加

◦
水
産
業
振
興
費

 

１
８
６
万
円
追
加

　
観
光
客
の
自
転
車
・
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
・

バ
イ
ク
等
の
マ
ナ
ー
の
悪
さ
や
、
交
通

ル
ー
ル
重
視
の
徹
底
等
を
、
指
導
し
て
い

た
だ
く
よ
う
警
察
と
協
議
を
し
て
は
。

（
令
和
４
年
６
月
定
例
会
一
般
質
問　
西
岡
議
員
）

　

警
察
に
よ
る
パ
ト
ロ
ー
ル
等
の
協
議
を

重
ね
、
交
通
ル
ー
ル
遵
守
及
び
マ
ナ
ー

ア
ッ
プ
の
向
上
に
繋
げ
て
い
け
る
取
り
組

み
を
継
続
し
て
い
く
。 

（
小
林
町
長
）

　

２
年
前
に
質
問
し
た
、
観
光
客
に
よ
る

自
転
車
・
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
・
バ
イ
ク
等

の
マ
ナ
ー
や
交
通
ル
ー
ル
の
向
上
等
と
、

警
察
の
パ
ト
ロ
ー
ル
の
回
数
を
増
や
し
て

ほ
し
い
と
要
望
し
、
現
在
は
警
察
の
パ
ト

ロ
ー
ル
も
増
え
た
が
、
去
年
７
月
の
交
通

法
改
正
で
、
16
歳
以
上
・
免
許
不
用
・
ノ
ー

ヘ
ル
で
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
が
運
転
で
き
る
こ

と
に
な
っ
た
。

　
現
在
、
島
内
で
交
通
ル
ー
ル
も
わ
か
ら

な
い
観
光
客
が
、
マ
ナ
ー
や
交
通
ル
ー
ル

答　
弁

経　
過

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
議
員
が
以
前
に
一
般
質
問
や
委
員
会
な
ど
で
質
問
し
た
問
題
が

そ
の
後
ど
う
な
っ
て
い
る
か
を
追
跡
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

現
在
、
香
川
県
警
・
高
松
北
署
・
地
元

駐
在
所
と
連
携
協
議
を
続
け
て
い
る
。

　

ま
た
、
３
月
か
ら
配
信
中
の
デ
ジ
タ
ル

サ
イ
ネ
ー
ジ
で
、
交
通
マ
ナ
ー
、
ル
ー
ル

徹
底
の
情
報
も
配
信
し
て
い
る
。

　

キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
等
の
状
況
は
、
近
日
中

に
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
事
業
者
に
再
度
確
認

し
内
容
徹
底
を
お
願
い
し
よ
う
と
考
え
て

い
る
。

　

今
後
、デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
の
中
に
、

警
察
関
係
と
連
携
し
、日
本
語
・
英
語
・
中

国
語
等
、多
言
語
で
の
配
信
を
考
え
て
い
る
。

 

（
ま
ち
づ
く
り
観
光
課　

前
田
課
長
）

デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
と
は

　

屋
内
外
・
店
頭
・
公
共
交
通
機
関
な
ど
、

あ
ら
ゆ
る
場
所
で
、
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
な
ど

の
電
子
的
表
示
機
器
を
使
っ
て
情
報
発
信

す
る
シ
ス
テ
ム
の
総
称
（
電
子
看
板
）

答　
弁

の
な
い
走
行
は
、
ひ
ど
い
と
の
町
民
の
声

も
あ
る
。
今
後
新
た
な
対
応
を
考
え
て
い

る
の
か
。

（
令
和
６
年
６
月
定
例
会
町
長
報
告　
西
岡
議
員
）

瀬
戸
芸
等
、
繁
忙
期
の
交
通
安
全
対
策
は
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少
し
前
ま
で
正
月
気
分

だ
っ
た
が
、
気
が
つ
く
と

も
う
７
月
。
テ
レ
ビ
の
天

気
予
報
を
見
て
い
る
と
、

今
年
は
例
年
よ
り
梅
雨
入

り
が
遅
い
と
の
こ
と
だ
っ

た
。
雨
が
降
る
と
ジ
メ
ジ

メ
感
が
増
し
て
、テ
ン
シ
ョ

ン
も
下
が
る
の
で
、
梅
雨

期
間
が
短
く
な
る
の
を
期

待
し
た
い
。

　

今
年
は
、
正
月
早
々
か

ら
能
登
半
島
で
大
き
な
地

震
が
あ
り
、
多
く
の
方
が

犠
牲
に
な
っ
た
。
亡
く
な

ら
れ
た
方
に
は
、
ご
冥
福

を
お
祈
り
し
、
負
傷
さ
れ

た
方
に
は
、
一
日
も
早
い

回
復
を
願
う
ば
か
り
だ
。

ま
た
、
い
ま
だ
に
避
難
生

活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い

る
方
に
は
、
少
し
で
も
早

く
元
の
生
活
に
戻
れ
る
よ

う
、
お
祈
り
す
る
。
で
き

る
こ
と
な
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
し
た
い
と
思
う
人
が

全
国
各
地
に
い
る
の
で
は

と
思
う
が
…
…
。

 

（
小
野　

記
）

編
集
後
記

ア
ー
ト
と
自
然
に
惹
か
れ
た

の
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
出

逢
っ
た
町
民
の
皆
さ
ん
の
お

人
柄
や
、
島
そ
の
も
の
の
あ

た
た
か
く
も
活
気
あ
る
雰
囲

気
に
魅
力
を
感
じ
移
住
を
決

め
ま
し
た
。

Ｑ 

住
ま
れ
て
み
て
不
便
な

と
こ
ろ
、
逆
に
思
っ
て
い
た

よ
り
も
よ
か
っ
た
と
こ
ろ
な

ど
は
あ
り
ま
す
か
。

Ａ　
裕 

不
便
さ
は
感
じ
て

お
り
ま
せ
ん
。
コ
ン
ビ
ニ
も

生
協
も
あ
り
、
買
い
物
に
も

困
り
ま
せ
ん
し
、
宇
野
も
高

松
も
意
外
と
す
ぐ
に
出
ら
れ

る
の
で
便
利
で
す
。宅
配
便
も

す
ぐ
届
き
東
京
の
友
人
に
は
、

島
だ
け
ど
、
圧
倒
的
に
都
会

な
の
で
は
と
伝
え
て
い
ま
す
。

Ｑ 

直
島
で
の
友
人
、
知
人

な
ど
で
き
ま
し
た
か
。

Ａ　
優 

あ
り
が
た
い
こ
と

に
た
く
さ
ん
の
友
人
、
知
人

が
で
き
ま
し
た
。
ご
は
ん
に

行
っ
た
り
、
遊
び
に
行
っ
た

り
し
て
い
ま
す
。皆
さ
ん
優
し

く
、面
白
い
方
が
多
く
楽
し
い

日
々
を
過
ご
せ
て
お
り
ま
す
。

Ｑ 

お
休
み
の
日
は
ど
う
過

ご
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

Ａ　
裕 

美
術
館
に
行
っ
た

り
、浜
辺
で
の
ん
び
り
し
て
い

ま
す
。
岡
山
に
出
て
キ
ャ
ン

プ
を
す
る
こ
と
も
多
い
で
す
。

優 

家
で
読
書
を
し
た
り
、

直
島
の
夕
焼
け
が
好
き
な
の

で
お
散
歩
を
し
て
い
ま
す
。

Ｑ 

島
で
の
生
活
の
感
想
は
。

Ａ　
優 

朝
、
小
鳥
の
声
で

目
覚
め
、
海
辺
を
散
歩
し
、

と
て
も
健
康
的
な
生
活
を
送

れ
て
い
ま
す
。

裕 

仕
事
の
関
係
で
、
東
京

　

今
回
登
場
い
た
だ
く
の

は
、
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
者
の
小

関
優
人
さ
ん
・
裕
美
さ
ん
ご

夫
婦
で
す
。

Ｑ 

初
め
ま
し
て
、
こ
ん
に

ち
は
。
本
日
は
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。
ま
ず
、
ど
ち

ら
か
ら
い
つ
頃
来
ら
れ
ま
し

た
か
。

Ａ　
優 

昨
年
の
５
月
に
、

横
浜
市
か
ら
移
住
し
ま
し
た
。

裕 
私
は
東
京
出
身
、
旦
那

は
札
幌
出
身
で
、
東
日
本
か

ら
出
る
こ
と
が
多
く
な
か
っ

た
の
で
と
て
も
楽
し
み
に
し

て
い
ま
し
た
。

Ｑ 

現
在
の
お
仕
事
は
何
を

さ
れ
て
い
ま
す
か
。
以
前
の

お
仕
事
は
何
で
し
た
か
。

Ａ　
裕 

以
前
か
ら
変
わ
ら

ず
障
害
福
祉
系
の
企
業
の
求

人
メ
デ
ィ
ア
や
ｓ
ａ
ａ
ｓ

サ
ー
ビ
ス
の
営
業
を
し
て
い

ま
す
。

優 

デ
ザ
イ
ン
と
シ
ス
テ
ム

開
発
の
会
社
を
や
っ
て
い
ま

す
。お
互
い
ほ
ぼ
フ
ル
リ
モ
ー

ト
で
働
く
こ
と
が
で
き
る
た

め
在
宅
勤
務
し
て
い
ま
す
。

Ｑ 

直
島
へ
の
移
住
を
決
め

た
き
っ
か
け
は
。

Ａ　
優 

旅
行
で
来
た
際
に
、

の
直
島
の
よ
さ
を
大
切
に
し

つ
つ
、
住
民
も
観
光
客
も
気

持
ち
よ
く
過
ご
せ
る
環
境
が

よ
り
充
実
す
る
と
、
よ
い
な

と
思
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ 

最
後
に
、
直
島
の
皆
さ

ん
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
ど
う
ぞ
。

Ａ　
裕 

人
見
知
り
な
の
で
、

仲
良
く
し
て
い
た
だ
け
る
と

嬉
し
い
で
す
。

優 

い
つ
も
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
ぜ
ひ
も
っ
と
多

く
の
方
々
と
仲
良
く
し
た
い

の
で
、
お
声
掛
け
い
た
だ
け

る
と
嬉
し
い
で
す
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

　

小
関
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
も

直
島
ラ
イ
フ
を
エ
ン
ジ
ョ
イ

し
て
く
だ
さ
い
。
ま
す
ま
す

た
く
さ
ん
の
友
人
が
で
き
る

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

モルックで遊んでいます

リモートで仕事中

広
報
編
集
特
別
委
員
会

委
員
長
　
井
下　

良
雄

副
委
員
長
　
小
野　

孝
一

委
　
員
　
山
下　

玲
子

　
〃
　
　
山
上　

英
一

　
〃
　
　
西
岡
裕
喜
広

　
〃
　
　
中
根　

清
孝

　
〃
　
　
宮
原　

三
郎

　
〃
　
　
浜
口　

敏
夫

U・Ⅰターン者に聞く第37回

小関優人さん、裕美さん

小鳥の声で目覚め 海辺を散歩
 （優人さん）

東京でのストレスがなくなります
 （裕美さん）

に
い
る
期
間
も
あ
る

の
で
す
が
、
直
島
に

い
る
と
東
京
で
積
も

り
に
積
も
っ
た
ス
ト

レ
ス
が
な
く
な
り
ま

す
。

Ｑ 
将
来
の
直
島
が

こ
う
な
っ
て
ほ
し
い

と
か
あ
り
ま
す
か
。

Ａ　

優
裕 

い
ま


